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〔
紹
介
〕

花
部
英
雄
編
著
『
雪
国
の
女
語
り
　
佐
藤
ミ
ヨ
キ
の
昔
話
世
界
』

米
屋
陽
一

　

國
學
院
大
學
で
旧
日
本
文
学
第
二
研
究
室
の
臼
田
甚
五
郎
先
生
や
野
村

純
一
先
生
に
出
会
い
、
伝
承
文
学
、
口
承
文
芸
学
、
民
俗
学
な
ど
を
学

び
、
そ
の
魅
力
に
燃
え
上
が
っ
て
い
た
若
き
学
徒
は
大
勢
い
た
。
そ
れ
は

先
生
の
魅
力
で
あ
る
と
同
時
に
学
問
・
研
究
へ
の
魅
力
で
も
あ
っ
た
。
臼

田
先
生
が
提
唱
さ
れ
、
野
村
先
生
が
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
「
実
感
・
実

証
」
の
学
問
・
研
究
の
姿
勢
は
、
次
の
世
代
に
も
確
実
に
継
承
さ
れ
て

い
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
け
っ
し
て
手
放
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
姿
勢
も
現
存
し
て
い
る
。
本
書
は
臼
田
・
野
村
先
生
が
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
本
学
の
口
承
文
芸
学
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　
「
佐
藤
ミ
ヨ
キ
略
年
譜
」
な
ど
に
よ
る
と
ミ
ヨ
キ
媼
は
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
十
三
）
年
四
月
二
十
一
日
、
新
潟
県
入
広
瀬
村
大
栃
山
（
現
、

魚
沼
市
）
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
年
は
『
遠
野
物
語
』（
柳
田
國
男
）
の
刊

行
と
同
年
で
あ
る
。
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
、
同
守
門
村
大
倉

（
現
、
魚
沼
市
）
の
佐
藤
勘
一
郎
と
結
婚
、
三
男
五
女
を
も
う
け
る
。
二

〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
現
在
、
一
〇
三
歳
。
ミ
ヨ
キ
媼
が
九
十
五
歳

の
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
に
編
著
者
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
足
繁
く
通
い
続
け
、
そ
の
成
果
と
し
て
本
書
は
刊
行
さ
れ
た
。
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本
書
の
構
成
は
、「
地
図
・
は
し
が
き
・
凡
例
」、「
資
料
編
」「
Ⅰ　

佐

藤
ミ
ヨ
キ
媼
の
語
る
昔
話
」
七
二
話
、「
Ⅱ　

佐
藤
フ
ミ
イ
の
昔
話
」
一

五
話
（
ミ
ヨ
キ
媼
の
四
女
）、「
Ⅲ　

佐
藤
敏
治
の
昔
話
」
二
話
（
ミ
ヨ
キ

媼
の
長
男
）、「
Ⅳ　

浅
井
八
郎
の
昔
話
」
三
話
（
ミ
ヨ
キ
媼
の
弟
）、「
解

説
編
」「
解
説　

雪
国
の
女
語
り
」「
佐
藤
ミ
ヨ
キ
昔
話　

話
型
対
照
表
」、

「
あ
と
が
き
」
か
ら
な
る
。

　

解
説
の
内
容
は
、「
Ⅰ　

ミ
ヨ
キ
媼
の
経
歴
─
昔
話
の
た
め
の
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
─
」「
Ⅱ　

昔
話
の
環
境
─
地
域
性
と
独
自
性
─
」「
Ⅲ　

昔

話
の
記
憶
─
語
り
の
場
と
空
間
化
─
」「
Ⅳ　

昔
話
の
継
承
─
次
世
代
へ

の
伝
承
─
」
で
あ
り
、
従
来
の
単
な
る
解
説
の
域
を
越
え
た
五
四
頁
か
ら

な
る
論
文
で
あ
る
。　
　

　

ミ
ヨ
キ
媼
の
語
る
昔
話
は
、「
ざ
っ
と
む
か
し
あ
っ
た
と
」
と
語
り
始

め
、「
い
っ
ち
ご
さ
っ
け
申
し
た
、
鍋
ん
下
ガ
ラ
ガ
ラ
」
と
語
り
納
め

る
。
発
端
句
「
ざ
っ
と
む
か
し
」
の
分
布
は
福
島
県
に
も
連
な
っ
て
お

り
、
結
末
句
「
い
っ
ち
ご
さ
っ
け
、
鍋
ん
下
ガ
ラ
ガ
ラ
」
の
分
布
は
、
長

岡
市
一
帯
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
ミ
ヨ
キ
媼
は
現
在
で
は
数
少
な
い

本
格
的
な
伝
承
の
語
り
手
で
、
収
録
さ
れ
た
昔
話
の
七
割
は
本
格
昔
話
で

あ
り
、「
雪
国
の
女
語
り
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
圧
巻
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
「
女
語
り
」
は
解
説
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
佐
藤

ミ
ヨ
キ
の
昔
話
世
界
」
に
接
近
も
し
く
は
突
入
し
て
し
ま
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
実
に
不
思
議
な
解
説
・
領
域
で
あ
る
。　

　
「
昔
話
の
環
境
」
に
は
「
嫁
い
だ
大
倉
は
稲
作
が
主
で
あ
っ
た
が
、
ミ

ヨ
キ
媼
は
家
族
の
衣
服
用
に
機
織
り
を
し
て
い
た
と
い
う
。
数
キ
ロ
し
か

離
れ
て
い
な
い
距
離
に
嫁
ぎ
な
が
ら
も
生
業
的
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

り
、
大
栃
山
の
実
家
の
養
蚕
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
社
会
経
済
の
状
況
や
地
域
環
境
を
視
野
に
置
き
な
が
ら
昔
話
を
と
ら

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
。

　

そ
し
て
、「
ミ
ヨ
キ
媼
の
昔
話
の
特
質
」
で
は
、「
昔
話
は
す
ぐ
れ
た
個

人
的
な
営
み
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
地
域
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
も
あ

る
。
人
の
成
長
が
成
育
環
境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
昔
話
も
聞
い
た
環
境
に
深
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
」
と
し
、「
ミ
ヨ
キ
媼
の
昔
話
を
地
域
環
境
面
か
ら
分
析
し
な
が

ら
、
そ
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

　

編
著
者
は
近
隣
の
伝
承
圏
の
記
録
と
し
て
『
い
り
ひ
ろ
せ
物
語
』（
水

澤
謙
一
・
一
九
八
九
年
刊
）、『
と
ん
と
昔
が
あ
っ
た
け
ど　

第
一
集
』

（
水
澤
謙
一
・
一
九
五
七
年
刊
）、『
加
無
波
良
夜
譚
』（
文
野
白
駒
・
一
九

三
二
年
刊
）
を
取
り
上
げ
、『
日
本
昔
話
大
成
』（
関
敬
吾
）
の
話
型
名
に

従
っ
て
、「
尻
尾
の
釣
り
」「
猿
蟹
合
戦
」「
猿
聟
入
」「
三
枚
の
お
札
」

「
食
わ
ず
女
房
」
な
ど
三
十
六
話
を
あ
げ
て
「
共
通
話
型
一
覧
表
」
を
作

成
、
丁
寧
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ミ
ヨ
キ
媼
の
語
り
に
は
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「
母
セ
ツ
の
昔
話
が
色
濃
く
滲
み
出
て
い
る
。
い
う
な
ら
二
人
の
女
性
が

創
り
上
げ
醸
成
し
て
き
た
昔
話
と
い
う
印
象
が
強
い
。「
女
語
り
」
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
覧
表
に
な
い

昔
話
の
検
討
を
試
み
、「
ミ
ヨ
キ
昔
話
」
の
独
自
性
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

　
「
Ⅲ　

昔
話
の
記
憶
─
語
り
の
場
と
空
間
化
─
」
は
、「
昔
話
の
修
得
」

「
昔
話
の
記
憶
と
繰
り
返
し
」「
昔
話
の
記
憶
と
空
間
化
」
と
展
開
さ
せ
、

「
母
か
ら
の
昔
語
り
を
す
る
こ
と
で
聞
き
手
で
あ
っ
た
自
分
の
幼
い
頃
に

戻
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」「
九
十
五
を
超
え
た
ミ
ヨ
キ
媼
に
と
っ
て
、
か

け
が
え
の
な
い
幼
い
頃
の
母
や
大
栃
山
で
育
っ
た
黄
金
時
代
の
イ
メ
ー
ジ

に
、
語
り
が
奇
し
く
も
運
ん
で
く
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
い
、

「「
語
る
行
為
で
し
か
取
り
戻
せ
な
い
何
か
」「
語
り
の
も
つ
声
の
力
と
呼

ぶ
し
か
な
い
も
の
」
と
の
指
摘
を
昔
話
を
研
究
す
る
人
た
ち
、
愛
す
る
人

た
ち
は
素
直
に
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
昔
話
「
ウ
サ
ギ
ど
ん
と
フ
キ
ど
ん
」
の
対
照
表
」
を
示
し
、

『
い
り
ひ
ろ
せ
物
語
』
と
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ミ
ヨ
キ
媼
の
話
、
佐

藤
フ
ミ
イ
、
浅
井
八
郎
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
細
部
に
わ
た
っ
て
比

較
検
討
さ
れ
た
後
に
、「
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
環
境
の

中
で
育
ん
で
き
た
昔
話
が
そ
の
地
を
離
れ
て
、
新
た
な
土
地
の
環
境
で
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
時
代
や
男
女
差
、
語
り
手
の
性
格

を
超
え
て
、
昔
話
は
生
き
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
」。
そ
し
て
、「
昔
話
の

継
承
」
に
お
い
て
、「
ミ
ヨ
キ
媼
の
昔
話
は
、
語
り
手
が
物
語
を
統
括
し

て
い
る
」
と
い
い
、「
登
場
人
物
を
動
か
し
、
演
技
さ
せ
、
生
活
の
彩
り

や
心
の
陰
翳
ま
で
表
現
し
作
品
を
完
結
さ
せ
て
い
る
」「
熟
成
し
た
語

り
」
と
絶
賛
し
、「
媼
の
生
活
体
験
を
語
り
に
反
映
さ
せ
て
き
た
か
ら
で

あ
ろ
う
」
と
解
い
て
い
る
。

　

六
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
七
〇
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
吹

谷
松
兵
衛
昔
話
集
』『
萩
野
才
兵
衛
昔
話
集
』『
関
澤
幸
右
衛
門
昔
話
集
』

（
野
村
純
一
）
は
、
少
し
前
の
民
俗
社
会
に
生
き
て
い
た
昔
話
の
語
り

手
、
語
り
の
場
と
し
て
の
囲
炉
裏
、
一
族
一
統
の
伝
承
実
態
を
み
ご
と
な

ま
で
に
甦
ら
せ
、
口
承
文
芸
研
究
に
携
わ
る
人
た
ち
を
震
撼
さ
せ
た
。
こ

の
間
の
研
究
成
果
は
、『
昔
話
伝
承
の
研
究
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
編

著
者
は
前
掲
の
著
作
を
評
価
し
つ
つ
、「
人
か
ら
人
へ
の
伝
承
と
い
っ
た

視
点
は
見
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
家
の
伝
承
に
限
ら
れ
た
嫌
い
が
あ
る
」
と

指
摘
す
る
。
本
書
で
は
難
解
な
謎
解
き
で
も
す
る
よ
う
に
論
を
一
歩
前
進

さ
せ
、
ミ
ヨ
キ
媼
の
昔
話
の
伝
承
実
態
を
深
部
に
ま
で
食
い
下
が
っ
て
丁

寧
に
解
き
明
か
し
て
い
る
。

　
「
は
し
が
き
」
に
「
個
人
に
お
け
る
昔
話
集
と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
後

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
編
著
者
は
記
し
て
い
る
。
日
本
列
島
は
、
伝

統
的
な
伝
承
の
昔
話
の
語
り
・
語
り
手
・
語
り
の
場
時
代
か
ら
、
新
し
い

昔
話
の
語
り
・
語
り
手
・
語
り
の
場
の
時
代
へ
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
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て
い
る
。
本
書
は
伝
承
の
記
録
と
し
て
、
口
承
文
芸
（
昔
話
）
史
上
あ
る

い
は
口
承
文
芸
学
史
上
に
、
記
念
碑
的
な
役
割
を
担
っ
て
存
在
し
て
い
る

と
い
え
る
。
と
同
時
に
、
本
学
の
口
承
文
芸
学
研
究
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
、
い
つ
ま
で
も
語
り
継
が
れ
て
ゆ
く
に
値
し
て
い
る
。

　

近
年
、
昔
話
伝
承
を
一
度
も
聴
い
た
こ
と
が
な
い
若
い
世
代
が
、
口
承

文
芸
に
関
す
る
学
会
で
研
究
発
表
す
る
こ
と
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

記
載
文
芸
の
研
究
と
口
承
文
芸
の
研
究
が
同
じ
よ
う
な
方
法
論
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
昔
話
伝
承
は
終
焉
の
時
期
を
迎
え
て
い
る

の
だ
か
ら
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
口
承
文
芸

の
研
究
と
名
を
打
つ
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
手
放
さ

ず
に
、
聴
き
耳
を
立
て
る
こ
と
、
聴
き
手
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る

ま
い
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
学
協
会
（
Ｓ
Ｋ
Ｓ
）
内
に
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

形
で
「
口
承
文
芸
資
料
局
」
が
設
立
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
二
〇
〇
一
年

以
降
、「
日
本
民
話
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
」（
委
員
長
＝
樋
口
淳
・

専
修
大
学
教
授
）
に
よ
っ
て
、
音
声
記
録
し
た
約
六
万
三
千
件
の
デ
ー
タ

を
デ
ジ
タ
ル
保
存
し
、
検
索
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
き
た
。
二
〇

〇
六
年
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
伝
承
話
資
料
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ

れ
、「
沖
縄
伝
承
話
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
」
の
協
力
を
得
て
、
約

七
万
六
千
件
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
宮
城
県
仙
台
市
は

「
み
や
ぎ
民
話
の
会
」
の
協
力
を
得
て
、
県
内
の
民
話
伝
承
と
東
日
本
大

震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
民
話　

声
の
図
書
室
」

が
活
動
し
始
め
た
。

　

本
学
の
文
学
部
日
本
文
学
科
に
は
「
伝
承
文
学
コ
ー
ス
」
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
全
国
か
ら
若
き
学
徒
が
渋
谷
に
集
い
、
伝
承
文
学
、
口
承
文
芸

学
、
民
俗
学
な
ど
の
領
域
を
学
び
、
本
学
の
「
伝
承
文
化
学
会
」
や
関
連

す
る
学
会
な
ど
で
研
究
発
表
し
て
い
る
。
文
献
資
料
の
み
で
は
な
く
音
声

（
録
音
）
資
料
を
も
含
め
、
日
本
の
拠
点
に
な
る
よ
う
な
「
口
承
文
芸
資

料
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
を
求
め
る
声
は
多
々
あ
る
。

（
Ａ
５
版
、
三
五
二
頁
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
二
月
発
行
、
定
価

七
五
〇
〇
円
＋
税
）


